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◎
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
及
び
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
（
第
一
条
関
係
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

目
次 

 

第
一
章
・
第
二
章 

〔
略
〕 

 

第
三
章 

試
験
（
第
十
七
条
―
第
二
十
八
条
の
二
） 

 

第
四
章
～
第
五
章 

〔
略
〕 

 

附
則 

第
十
九
条 

保
健
師
国
家
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
一
年
以
上
保
健
師
に
な
る

の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者 

二
・
三 

〔
略
〕 

第
二
十
条 

助
産
師
国
家
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
一
年
以
上
助
産
に
関
す
る

学
科
を
修
め
た
者 

二
・
三 

〔
略
〕 

第
二
十
一
条 

看
護
師
国
家
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で

目
次 

 

第
一
章
・
第
二
章 

〔
略
〕 

 

第
三
章 

試
験
（
第
十
七
条
―
第
二
十
八
条
） 

 

第
四
章
～
第
五
章 

〔
略
〕 

 

附
則 

第
十
九
条 

保
健
師
国
家
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
六
月
以
上
保
健
師
に
な
る

の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者 

二
・
三 

〔
略
〕 

第
二
十
条 

助
産
師
国
家
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
六
月
以
上
助
産
に
関
す
る

学
科
を
修
め
た
者 

二
・
三 
〔
略
〕 

第
二
十
一
条 
看
護
師
国
家
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
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な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一 
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者 

二 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
師
に
な
る

の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者 

三 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者 

四 

免
許
を
得
た
後
三
年
以
上
業
務
に
従
事
し
て
い
る
准
看
護
師
又
は
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
て
い
る

准
看
護
師
で
前
三
号
に
規
定
す
る
大
学
、
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
二
年

以
上
修
業
し
た
も
の 

五 

外
国
の
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を

卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者

で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上

の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の 

第
二
十
二
条 

准
看
護
師
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一
・
二 

〔
略
〕 

三 

前
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
五
号
に
該
当
す
る
者 

四 

外
国
の
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を

な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

    

一 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
師
に
な
る

の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者 

二 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者 

三 

免
許
を
得
た
後
三
年
以
上
業
務
に
従
事
し
て
い
る
准
看
護
師
又
は
高
等

学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護
師
で
前
二
号
に

規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
二
年
以
上
修
業
し
た
も
の 

 

四 

外
国
の
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を

卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者

で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の 

第
二
十
二
条 

准
看
護
師
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一
・
二 

〔
略
〕 

三 

前
条
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
者 

四 

外
国
の
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
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卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者

の
う
ち
、
前
条
第
五
号
に
該
当
し
な
い
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基

準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
た
も
の 

第
二
十
二
条
の
二 

〔
略
〕 

２ 

文
部
科
学
大
臣
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
九
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
、
第
二
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
二
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
又
は
前
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
を
定
め
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
道
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

第
二
十
八
条
の
二 

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
は
、
免
許
を
受

け
た
後
も
、
臨
床
研
修
そ
の
他
の
研
修
（
保
健
師
等
再
教
育
研
修
及
び
准
看
護

師
再
教
育
研
修
を
除
く
。
）
を
受
け
、
そ
の
資
質
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者

の
う
ち
、
前
条
第
四
号
に
該
当
し
な
い
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基

準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
た
も
の 

第
二
十
二
条
の
二 

〔
略
〕 

２ 

文
部
科
学
大
臣
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
九
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
、
第
二
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
二
十
一
条
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号
又
は
前
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
を
定
め
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
道
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 
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○
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
第
二
条
関
係
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

（
基
本
指
針
） 

第
三
条 

〔
略
〕 

２ 

基
本
指
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

四 

研
修
等
に
よ
る
看
護
師
等
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項 

五
・
六 

〔
略
〕 

３
～
５ 

〔
略
〕 

 

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
） 

第
四
条 

国
は
、
看
護
師
等
の
養
成
、
研
修
等
に
よ
る
資
質
の
向
上
及
び
就
業
の

促
進
並
び
に
病
院
等
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
の
処
遇
の
改
善
そ
の
他
看
護
師

等
の
確
保
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
財
政
上
及
び
金
融
上
の
措
置
そ
の
他
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
～
４ 

〔
略
〕 

 

（
病
院
等
の
開
設
者
等
の
責
務
） 

第
五
条 

病
院
等
の
開
設
者
等
は
、
病
院
等
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
が
適
切
な
処

遇
の
下
で
、
そ
の
専
門
知
識
と
技
能
を
向
上
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
を
看
護
業
務

に
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
病
院
等
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
の
処
遇
の
改

善
、
新
た
に
業
務
に
従
事
す
る
看
護
師
等
に
対
す
る
臨
床
研
修
そ
の
他
の
研
修

の
実
施
、
看
護
師
等
が
自
ら
研
修
を
受
け
る
機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る

 

（
基
本
指
針
） 

第
三
条 

〔
略
〕 

２ 

基
本
指
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

四 

看
護
師
等
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項 

五
・
六 

〔
略
〕 

３
～
５ 

〔
略
〕 

 

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
） 

第
四
条 

国
は
、
看
護
師
等
の
養
成
、
資
質
の
向
上
及
び
就
業
の
促
進
並
び
に
病

院
等
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
の
処
遇
の
改
善
そ
の
他
看
護
師
等
の
確
保
を
促

進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
及
び
金
融
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
～
４ 

〔
略
〕 

 

（
病
院
等
の
開
設
者
等
の
責
務
） 

第
五
条 

病
院
等
の
開
設
者
等
は
、
病
院
等
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
が
適
切
な
処

遇
の
下
で
、
そ
の
専
門
知
識
と
技
能
を
向
上
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
を
看
護
業
務

に
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
病
院
等
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
の
処
遇
の
改
善

そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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た
め
に
必
要
な
配
慮
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

〔
略
〕 

 

（
看
護
師
等
の
責
務
） 

第
六
条 

看
護
師
等
は
、
保
健
医
療
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
の
下
に
、

高
度
化
し
、
か
つ
、
多
様
化
す
る
国
民
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
に
対

応
し
、
研
修
を
受
け
る
等
自
ら
進
ん
で
そ
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
こ
れ
を
看
護
業
務
に
発
揮
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

２ 

〔
略
〕 

 

（
看
護
師
等
の
責
務
） 

第
六
条 

看
護
師
等
は
、
保
健
医
療
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
の
下
に
、

高
度
化
し
、
か
つ
、
多
様
化
す
る
国
民
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
に
対

応
し
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
こ
れ
を
看
護
業
務
に
発
揮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 
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○
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
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（
准
看
護
師
に
関
す
る
特
例
） 

第
百
二
条 

〔
略
〕 

２
・
３ 

〔
略
〕 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
受
け
た
准
看
護
師
に
対
す
る
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
第
二
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
号
中
「
准

看
護
師
」
と
あ
る
の
は
、
「
准
看
護
師
（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
第
百
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了

し
た
者
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。 

５
・
６ 

〔
略
〕 

 

（
准
看
護
師
に
関
す
る
特
例
） 

第
百
二
条 

〔
略
〕 

２
・
３ 

〔
略
〕 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
受
け
た
准
看
護
師
に
対
す
る
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
第
二
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
号
中
「
准

看
護
師
」
と
あ
る
の
は
、
「
准
看
護
師
（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
第
百
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了

し
た
者
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。 

５
・
６ 

〔
略
〕 

 
 

 
  


